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松

粛

窃

荻

授

13
、
英
語
母
音
の

＿
音
感
に
つ
い
て
久
留
米
工
琳
欧
授

耳

、

傾

斜

格

の

枇

能

に

つ

い

て

大

外

琳

覇

師

5
、
シ
ミ
リ

・
メ
ク
フ
ァ
ー
の
文
体
論

ー

九

大

助

手

的
考
察

.
lG
、
礫
諜
技
術

に
つ

い

て

肺

戸

鰐

専

敬

授

17
、
浪
蝕
派
迎

動

の

展

開

稗

戸

外
琳
数
校

18
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ー
パ
ー
と

そ
の

母

九

大
特
研
生

n
、
ミ

JV9
ト
ン

の

女

性

隈

兵

肌

師

範

歎

授

I 

1
1

一
戸
雄
一

本
多
―
―
―
七

一

カ

秀

雄

柏

木

敏

一

葱

荷

幸

也

西

原

忠

毅

林

榮

一

．

石

井

屎
一

河
原
畑
正
行

小 吉 ,1ヽ

松松島

佑

光勉之

成

蹴

正

幾

棠
田
利
喜
太

光

岡

武

勇

才

野

諏

雄

水
之
江
有
森

花

田

秀

雄

廊

叫

欣

一
九
七

20
、

リ

チ

ャ

ー

ド

ソ

ン

の

問

題

甜

岡

女

瑕

数

校

21
、
祉
會
學
的
小
説
（
ア
メ
．
評
純
大
専
門
部
数
授

リ
カ
小
流
竹
見
）

長
崎
綽
琳
数
投

2
、
ソ

一
、
セ
ッ

ト
・
モ
ー
ム

2
 
の
小
説
に
つ
い

て

23
、

マ
キ
ャ
ベ

リ
ズ
ム
と
「
リ

．

五
窃
数
校

チ
ャ

ー
ド一
1

一
世
」

合
終
了
後
岡
苦
館
應
接
室
に
て
豊
田
拇‘

士
•
中
山歎
授
を
開
み
●
卒
業

生

一
同
懇
談
合
を
開
く
。

〇
齊
藤
拇
士
諮
訳

（
鵡
吃
紅
紐
后
后
）

東
大
名
咎
数
授
齊
藤
拇
士
の
末
扁
を
栂
に
粂
駆
即
義
と

し
て

「
外
國
文

化

の
描
眼

に
つ
い
て
」
の

諧
派
を
抑
＜
。
栂
士
は
周
知
の
如
く
我
が
英

斎

昇

の

者

窟

で

あ

リ
そ
の
該
栂
な
る
知
識
の
一
端
は
そ
の
登
杜
甫
」

一

に
も
痰
は
れ
る
臨
で
あ
る
が
烈
々
の

口
罰
に
芙
は

し
く
も
熱
を
幣
び
た

膊
士
の
本
齢
派
は
邸
衆
に
多
大
の

感
銘
を
奥
へ
る

に
十
分
で

あ
っ

た
。

終
つ
て
本
部
應
接
室

に
て
栂
士

を
園
ん
で
法
文
卒
部

数

授

ご
回

の
座
談

合
淵
他
。

〇
エ
ド

マ
ン
ド

・
プ

ラ
ン
デ

ン
氏
特
別
齢

菰

〇

迄

括

翌

釦

認

如

吋

）

月
下
来
朝
中
の
次
期
桂
冠
詩
人
の
第
一
人
者
を
以
て
目
さ
れ
而
も
小
説

家
、
批
評
家
で
あ
る
エ
ド
マ
ン
ド
・
プ
ラ
ン
デ
ン
氏
は
中
山
数
授
の
御
益

力
に
よ

ガ
途
に
来
報
を
快
諾

故`
に
我
等
は
現
英
國
が
防
る
老
詩
人
に
親

し
く
接
す
る
の
加
合
を
得
た
。
「
シ
ェ
フ
ア
ー
ド
」

「
ア
ン
ダ

ー
ト
ー

ン
ズ
・
オ

ヴ
・
ウ
ォ
ー
」
の
作
者
プ
ラ
ン
デ
ン
及
び
ク
レ
ア
同
夫
人
を
迎

へ
た
筑
紫
路
は
此
の
日
、
朝
架
珍
｀
り
し
く
も
名
残
り
の
大
船
で
は
あ
っ

1
_
 

0-

和

田

勇

後

蕗

武

士

荻
野
目
栂
逍

森

岡

榮



・TI-;':.,I
.、： た

が
、

9111
一染
な
賂
衆
は
二
称
敬
室

に
溢
れ
、
正
に
立
畑
の
余
地
も
な
い

盛
況
で
あ
っ
た
。
（
そ
し
て

五
日
間
此
の

盛
況
が
組

い
た
事
は
霜
然
の
守

乍
ら
主
他
者
側
と
し
て
は

と
よ
な
い
欣
び
で

あ
っ

た
）
五

H
間
に
至
る
諮

義
煩
目
は
次
の
通
卯
で
あ
っ
た。
①
、
マ
ン
•
ア
ン
ド
・
ネ
イ
チ
ュ

．

ア
。
®

.

ザ
•
ロ
マ

ン
チ
イ
ッ
ク
ス
。

③
ザ
・
エ
リ
ザ
ピ
ー

サ
ン
ズ
。

G函
•

ノ
ー

ッ
•
オ

ン
。
ィ
ン
グ
ラ
ン

f
°

®
ザ
・
ン
エ
イ
ク
ス
ピ
ャ
•
キ

，
ャ
ラ
ク
ク

ー
ズ

此
の
外
氏
は
揺
岡
女
子
窃
校
に
て
「
ザ
・
プ
ロ
グ
レ
ス
•
オ
ヅ
•
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
リ
ク
ラ
チ
ュ
ア
」
十
八
日
に
は
エ
駆
部
大
蹄
池
に
て
「
プ
レ
ゼ

ン
ト

デ
イ
•
イ
ン

グ
リ
ッ
シ

ュ
•
リ

ク
ラ
チ

ュ
ア

」
な
る
俎
の
下
に
公
開
齢

油
を
さ
れ
、
文
硲
逸
リ
盛
渫
山
の
プ
ラ

ン
に

も
不
拘

終
始
快
よ
く
應
ぜ

ら
れ
た
。
故
に
深
い
感
謝
に
涵
ち
た

。ヘ
ン
を
以
て
特
記
す
る
次
第
で
あ

る
。

〇
卒
業
生
送
別
令
（
昭
和

二
十
四
年
―
―
一
月
四
日
）

本
年
卒
業
者
の
送
別
合
を
一
1

一
炭
開
に
て
開
く
、
席
上
次
の
凌
表
を
叫
く
。

0
ゴ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
ジ
ー

｀

樋

川

眼

'――

o
;
 

コ
ー
ル
ド

・
ス

ミ

ス

中

山

淑

ニ

以
上

H
本
英
文
串
含
節
一
回
九
州
大
合
、
齊
藤
躯
士

、
プ
ラ
ン
デ
ン
氏
欝

油
合
と
、
一二
つ
の
ピ
ツ
ダ
•
イ
ヴ
ヱ
ン
ツ
に
飾
ら
れ
た
我
が
英
文
臨
令
の

過
ぎ
し
一
年
は
正
に
妓
良
の
年
で
む
り
ア
ン
ヌ

・
ス
｀
‘
、
ラ
ピ
リ
ス
で
あ

っ
た
。

0
九
大
英
語
夏
季
大
學

（
九
大
英
文
卒
合
主
仙
）

（
自
八
年
十
八
日
至
＝
平
日
法
文
一

番
数
室
）

本
年
も
咋
年
同
様
十
月
に
日
本
英
文
卒
令
九
州
大
令
開
他
の
予
定
あ

り、

直
に
プ
ラ
ン
デ
ン
氏
再
鹿
の
訪
博
の
内
諧
あ
lJ
、
故
に
投
金
獲
得
．
の
た
め
、

＇ 

第
二
回
豆
委
大
忍
を
開
く
。

墨

署

九
十
余
名
。

喜
詈
内
容
左
の
如
し
。

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ベ

ネ
ッ
ト
臨
箪

中

山

数

授

ウ
オ
ル

ギ
ー
ル
「
ザ

・
ダ

ン

ス

」

前

川

助

数

授

英

作

文

．

長

涸

司

牲

徊

＇

ラ
ッ
セ
ル
科
嬰
誼
箪

ヽ

．
女

琳

森

｀
岡

数

授

西

南

石

井

助

教

授

ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
ー

「
イ
ン
ク

ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ソ
ー
ト
」

．

ォ
し

ヘ
ヌ
リ
ー
短
篇

一
カ
特
別
研
究
生

し

獨

乙

文

學

(l-+=l年
＋

l一
月
以
降
）

一、

中
世
獨
乙
文
卒
研
究
の
描
威
元
京
都
大
恐
孵
師
、一――

サ
回
数
授
文
學
膊

士
故
忠
山
‘俊
夫
先
生
の
御
逍
愛
の
性
が
本
知
名
咎
数
授
小
牧
偲
夫
拇
士

の
御
幹
旋
に
よ

リ
霊
山
文
庫

・（
約
六
百

八
十
芭
と
し
て
一
一
一
月
二
十
―
―
―

日
貨
研
究
室
乞
飾
る
こ

と
と
な

っ
た
の
は
ま
こ

と
に
紀

念
す
べ
き

こ
と

で
あ
る
。
古
代
中
世
の
ド
イ
ツ
文
學

、
語
硲
閣
係
の
岡
野
の
ほ
か

、
古
代

ゲ
ル
マ
ン
族
の
紳
柄
他
批
ゲ
ル
マ
ン
族
に
闘
す
る
ラ
テ
ン

文
猷
、中
世
英

佛

の

文

塁

飴
塁

そ

の

他、
ゲ
ル
マ

ン
族
の
批
合
、
政
沿
、
網
涜
史
等

の
幾
多
の
分
野

に
わ
た
る
投
函
な
文
猷
が
含
ま
れ
て
を
リ
、
研
究
室
に
紺

4
 

彩
を
加
へ
て
ゐ
る
。

二、

富
士
川
諮
師
の
「
リ
ル
ケ
」
が
南
風
杏
房
の
新
速
詩
人
設
杏
の

一
巻

と
し
て
二
十
―
―
―
年
十
二
月
十

H
に
痰
行
さ
れ
た
。
リ

ル
ケ
他
の
ま
と
ま

っ
た
も
の
が
ド
イ
ツ
に
も
、
勿
館
日
本
に
も
ま
だ
殆
ど
見
ら
れ
な
い
今
日

永
年
の
研
究
の
一
端
を
個
け
、
•こ
の
す
ぐ
れ
た
評
他
を
拍
さ
れ
た
こ
と
は

一
九
八
、



．
 
ま
こ
と

に
喜
ば

し
い
。

袈
者
自
共
巻
末
に
記

し
て

と
ら
れ
る
如
く
、
1

府

完
全
な
評
他
を
完
成
す
る
槻
合
を
親
ん
で
を
ら
れ
る
が
、
そ
の

日
翌
迫
＜

な
い
こ
と
を
褐
親
し
て
止
ま
な

い。

・

―
―
-
、
日
本
獨
乙
文
卒
合
九
州
支
部
設
立
準
伽
打
合
は
せ
の
合
が
五
月
二

十

五
日
午
後
一
時
か
ら
裳
研
究
室
で
開
か
れ
、
九
州
、
山
口
地
濫
の

大
駆
靡

専
か
ら
脳
係
敬
授
十
余
名
参
集
さ
れ
、褒
起
人
國
松
欲
校

（
九
犬
）
秋
山

覧

代
理
（
揺
iDj
)
富
士
川
数
授

（
佐
窃
）

司
會
の

下
に
附

詔
な
く
協

議
打
合
は
せ
を
終
は
リ
四
時
牛
散
合
し
た
。
な
ほ
十
月
に

設
立
粕
合
を

開
佃
す
る
予
定
で
あ
る

。

四
、
ゲ
ー
テ

誕
生

二
百
祭
の

先
賑
と
し
て
六
月
五
日
午
前
十
時
よ

lJ
久
留

米
女
子
窃
部
堂
で

、
久
留
米
器
大
デ
科
泄
界
文
駆
研
究
合
を
中

心
と
す

る
久
留
米
市
内
大
學
Tr9
専
共
他
の
下
に
ゲ

ー
テ
祭
が
開
か
れ
、
國
松
歎

一
授
（
九
大
）
の
「
眼
を
光
た
ら
し
め
よ
」
と
俎
す
る
文
化
脚
派
が
行
は

れ
た
後
、
演
朋
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
（
明
将
窃
）
年3
祭
合
、
展
究
合
等
が
他

さ
れ
、
五
時
盛
合
の
・う
ち
に
終
？
に
。

・

五
、
六
月
二
十
六
日
、
明
蒋
硲
校
齢
堂

で

國
松
数
授
の
「
ゲ

ー
テ
と
秩
序

の
籾
聘
」
と
姐
す
る
踏
派
が
行
は
i
れ
た
。

學
（
昭
和
二
十
＿
＿
一
年
度
以
降
）

1

、
昭
和
二
十
―
―
―

年
六
月
六
日
午
後
一
時
よ
IJ
法
文
忍
部
第
七
紐
密
室
に

て
第
二
回
中
國
學
合
を
澗
他
、
五
高
数
授
松
本
雅
明
氏

（中
國
古
代
思
想

の
抽
象
性
に
つ
い
て
）

炭
品
文
理
大
助
数

授
佐

藤
前
太
氏
（
東
亜
数
育

史
の

柿
想
）
九
大
教
授
日
野
開
一
1

一郎
氏
（
殻
籾
粟
と
米
）
の
研
究
焚
表

中 ー~', 

國

文

あ
リ
。
九
大
柿
本
目
加
田
雨
数
授
、山
室
助
数
校
、
炭
島
文
理
大
池
田
末

利
氏
、
山
口
窃
校
石
黒
後
逸
氏
其
他
出
席
者
約
冊
名

一
、
二
十
四
年
一
一
一
月
五
日
午
後
i

一時
よ
り
第
一―
-Wi
習
室
に
て
卒
業
論
文
彼

表
合
を
行
ふ
。
疲
表
者
山
下
通
雄

（中
國
古
代
思
想
に
つ
い
て
）

黒
木

好
江
（
李
太
白
）

．

一、

四
月
二
十
五
即
、
筑
紫
郡
牛
頸
村
の
竹
田
氏
宅
を
訪
れ
盆
肝
狙
採
等
の

，消
息
共
他
を
郡
る
”

一
、ー
五
月
四
日
午
後
一
一
時
よ
り
第
一――

派
習
室
に
て
副
手
鈴
木
喜
「
氏
の

「
支

那
駆
研
究
法
に
つ
い
て
」
と
姐
す
る
研
究
報
告
あ
り

一、

五
月
冊
「
日
午
後
一
一
時
半
よ
り
第
一――

油
翌
室
に
て
研
究
生
荒
木
見
倍

氏
の
研
究
報
告
あ

リ。

題
目
「
唄
と
狸
の
問
題し
―

一
、
六
月
五
日
午
後
一
時
よ

リ
エ

卑
部
地
下
食
棠

に
て
彩
山
胴
師

並
に
新

入
學
生
の
歓
迎
合
を
行
ふ
。

¢

一、

六
月
冊
日
午
後
一
時
牛
よ
リ
第
四
派
習
室
に

て
「
紅
棲
拶
に
つ
い
て
」

と
迎
す
る
助
手
吉
田
幸
夫
氏
の
研
究
報
告
あ
り
。

．

一
、
何
二
十
四
年
第
一

．砕
期
よ
り
彩

111
諧
師
の
中
國
賠
初
級
並
に
店
級

OO

＇ 

．

郎
さ

る
／

受
・

民

間

偲

承

研

究

と

咬

料

綽

済

月

報

人
文
駆

第

一
輯

國
語

・
國

文

第

十
七
巻
十
誠

・
十
八

巻
二
蹴
（
京
都
國
文
臨
合
）

一
九
九

贈

雑

誌

（
民
間
他
承
の
合
）

（
聘
戸
商
科
大
卑
組
沼
研
究
合
）

（
大
阪
銀
行
胴
査
部
）

O
'
 

．
 

／
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立心..: 天詭天哲

命理
栢
理

館學
大

文研
論學
學

學究叢報林 川究

駆

研の

I
 I 

t . 

（

京

都

哲

駆

會

）

＇

（

天

の

川

合

）

・
（
立
命
俯
文

學
合
）

（
天
狸
大
卒
人
文
學
舎
）

（
一
柏
論
叢
紺
輯
所
）

（
日
本
心
理

晶
合
）

（
立
命
館
研
究
所
）

“ 
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年

十
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八

年

二

月

昭
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八

年

一
1

一
月

昭

和

八

年

七

月

昭

和

八

年

十

月

昭

和

九

年

一

月

昭

和

九

年

五
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